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弊社開発 「Ｌｅｔ’ｓ Ｐｅｎ！」概要

・・・ 手書き用の帳票フォーマットをプログラム連動するように作成（帳票設計）します。

・・・ ペンデータの取込み、チェック及び修正と、他のシステムへのデータの
吐き出しを行ないます。文字認識ソフトOCRを含みます。

・・・ ペンデータをサーバーにアップします。

＊Pen Form Designer（ＰＦＤ）

＊Pen Data Exporter（ＰＤＥ）

＊Pen Data Uploader（ＰＤＵ）

「Let’s Pen！」

構成ソフト

＊Pen Data Server（PDS）

ンデ タをサ にアップします。

・・・ ペンデータを扱うサーバーです。アップされたデータを管理します。

システムフロ （多拠点ネットワ ク運用型）

各拠点（現場）

ネ トワ ク
PDU

システムフロー（多拠点ネットワーク運用型）

本社事前準備

ダウン

単一拠点（ローカル運用）の場合

ペンデータを取込み、サーバに
データ（座標軸データ）を送信

ネットワーク
回線

PDEPDＳ ダウン
ロード

送信デ タを保存 括管理 管理端末 個別デ タ

既存システム等への
ＣＳＶデータのエクスポート

ｏｒ
Ｗｅｂ・ＤＢサーバ連動

・ＰＦＤで帳票設計
（プログラム連動）

・帳票印刷（アノト認定
会社 プリンタ ） デ タ（座標軸デ タ）を送信 ＰＤＳで送信データを保存・一括管理、管理端末に個別データ

をダウンロードしてＰＤＥにて自動画像データ化・ＯＣＲ変換後
ＣＳＶデータ化、画像／ＣＳＶデータのエクスポート
（ＯＣＲ変換データの修正作業が必要です）

会社ｏｒプリンター）

今回導入システム 平成２００７年１１月導入

■ ＰＤＥ ： 帳票画像データ・ＯＣＲ変換確認・ＯＣＲ誤変換修正用

■ 2枚複写帳票 ：オフセット印刷 +
データ管理用

Ｗｅｂ・ＤＢサーバ
構築
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■ デジタルペン ： １０本 構築



デジタルペン

導入システム概要 ■ケーブルテレビ接続工事完了報告書

デジタルペン
データ取り込み

(USB接続) 社内LAN
データベースによるデータ管理

取り込み・確認端末
Web・DBサーバ

OCR変換・送信

データ保存・集計Windows XP

Linux
MySQL

Ruby on Rails / PHP

デジタルペンにて
2枚複写帳票に記入
（オフセット印刷）

Ruby on Rails / PHP

データ検索・閲覧

工事履歴参照端末（Wi d XP）

ＯＣＲ誤変換修正 ： 兼務担当者
（従来の確認・入力担当）

工事履歴参照端末（Windows XP）

事業者控え

Webブラウザ Webブラウザ Webブラウザ

お客様控え

ペ デ タ ク修正 ト（ ト込）■ソフトウェア ・ペンデータチェック修正ソフト（ＯＣＲソフト込）
（ＰＤＥ１クライアントライセンス）
・Ｗｅｂ・ＤＢサーバ構築（標準機能）

・帳票設計１種類（ＰＦＤによる弊社設計）■帳票設計

運
用
シ

使用帳票

・デジタルペン１０本
・２枚複写帳票オフセット印刷

■ハードウェア

・初期導入サポート
・コピーパターン利用

ス
テ
ム
概
要

使用帳票

弊社で帳票設計を行い、
認定印刷会社で印刷した
２枚複写帳票を納品
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・帳票保守料（年間保守料）■その他



チェック・修正用画面イメージ（信州ケーブルテレビジョン様導入事例）確認・ＯＣＲ変換・修正画面

お客様 ご要望に即し 画面 機能 カ タ イズを行 ました

記入内容をOCR変換し
記入紙面キ プチ

■ お客様のご要望に即して画面・機能のカスタマイズを行いました。

記入内容をOCR変換し
反映

記入紙面キャプチャ

クリックで切り出しイメー
ジを表示

クリックでcsvをダウンロード
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導入効果

紙による書類の保管スペース ⇒ 帳票１種類につきキャビネット１台必要

紙による書類の管理 検索性の悪さから工事履歴の参照が困難

■ 導入の背景

紙による書類の管理 ⇒ 検索性の悪さから工事履歴の参照が困難

管理システムへのデータ再入力 ⇒ 手書き書類の管理システムへの入力に手間がかかり、事実上できていない状況

■ 導入後の効果

工事完了報告書のデジタル化、労務効率向上、費用削減の観点から導入を決定

■導入後の効果

全ての工事完了報告書のデータ化により工事履歴の情報共有が可能に

書類保管のための作業とスペースの節減 ⇒ 時間とスペースの効率化

入力作業者を増員することなく

全工事完了報告書のデータ化

が実現でき、当初想定以上の
過去書類の検索が容易に ⇒ 工事履歴の参照、問い合わせ対応の迅速化

紙の使用量削減

従来の工事完了報告書 ： ３枚複写（お客様控・工事業者控・事務所控）

⇒事務所控はデジタルデ タとし ２枚複写に

労務効率の向上、費用削減が

図れた

⇒事務所控はデジタルデータとし、２枚複写に

記入時間管理により現場での記入の徹底ができ、事務所でのまとめ書きがなくなる

見読性の確保

【 最大のメリット 】

全ての帳票、情報のデジタル化

の実現で、データの二次利用や

ペンの記入イメージが保存されるため、必要に応じて書面として再現可能

記入者の字がきれいに

OCR変換されることを周知したため、記入者の字がきれいになった

集計データ分析・活用が可能に

なったこと
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確認担当者の作業負担軽減 ⇒ 入力含め作業時間の減少

お客様からの書面が読めないとのクレーム減少、評価アップ

他業務への導入を検討中


